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■
図
面
で
み
る
吉
田
寮
■

第
１
章　

創
設
と
移
転
か
ら
終
戦
ま
で

（
１
８
９
７
年
〜
１
９
４
５
年
）

一　

創
設
か
ら
一
時
閉
舎
ま
で

京
大
創
立
と
同
時
に
寄
宿
舎
誕
生
／
戦
前
か
ら
続
く
唯
一
の
旧
帝
国
大
学
学

生
寮
／
大
学
の
拡
充
と
学
生
気
質
の
変
容
／
木
下
総
長
に
よ
る
一
時
閉
舎

／
教
育
的
効
果
を
目
的
に
寄
宿
舎
を
再
開
／
寮
自
治
の
始
ま
り　

学
風
刷

新
へ
／
明
治
時
代
の
寄
宿
舎
の
年
間
行
事
／
菊
池
総
長
に
よ
る
運
営
方
針

の
再
転
換
と
閉
舎
・
解
体

二　

寄
宿
舎
移
転
か
ら
終
戦
ま
で

新
し
い
寄
宿
舎
の
歴
史
が
始
ま
る
／
新
た
な
寄
宿
舎
運
営
／
大
学
自
治
の

拡
大
／
大
正
時
代
の
舎
生
の
生
活
／
寄
宿
舎
の
人
気
／
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
始

ま
り
／
昭
和
へ
／
食
堂
の
自
炊
制
度
の
始
ま
り
／
寄
宿
舎
移
転
問
題
と
そ

の
解
決
／
戦
時
下
の
寄
宿
舎
生
活
の
混
乱

第
２
章　

戦
後
の
混
乱
、
増
寮
運
動

（
１
９
４
５
年
〜
１
９
６
７
年
）

一　

戦
後
の
混
乱

戦
後
の
混
乱
下
、
寄
宿
舎
の
自
治
を
維
持
／
研
学
修
養
・
切
磋
団
体
の
旗

を
降
ろ
す
／
自
由
な
住
処
へ
／
二
人
一
室
制
と
増
寮
運
動
の
開
始
／
楽
友

会
館
返
還
運
動
／
学
園
復
興
会
議
、
荒
神
橋
事
件
／
松
浦
さ
ん
の
退
舎
を

め
ぐ
っ
て
／
自
治
憲
章
の
制
定―

学
生
側
か
ら―

／
寄
宿
舎
規
程
の
制
定

―

大
学
側
か
ら―

二　

増
寮
運
動

寮
の
名
称
と
「
寄
宿
舎
規
程
」
改
正
運
動
／
宇
治
寮
・
吉
田
西
寮
・
女
子

寮
の
増
寮
と
水
産
寮
／
熊
野
寮
・
室
町
寮
の
増
寮
と
二
千
人
寮
プ
ラ
ン
／

文
部
省
の
学
寮
運
営
方
針
の
変
容
／
全
国
で
新
方
針
へ
の
反
発
運
動
／
寮

費
不
払
闘
争

第
３
章　

学
生
部
封
鎖
、
第
一
次
在
寮
期
限

（
１
９
６
８
年
〜
１
９
８
９
年
）

一　

学
生
部
封
鎖

京
大
方
式
で
対
立
の
激
化
を
回
避
／
学
生
間
の
対
立
／
三
項
目
要
求
か
ら

学
生
部
封
鎖
へ
／
学
生
部
封
鎖
解
除
、
京
大
闘
争
へ
／
寄
宿
舎
Ｏ
Ｂ
と
の

繋
が
り
の
中
断
／
入
退
寮
権
に
関
す
る
合
意
へ
／
寮
内
で
の
対
立
と
寮
生

数
の
激
減
／
教
育
面
で
学
寮
を
不
要
と
す
る
文
部
省
方
針
／
竹
本
処
分
を

敢
行　

寮
の
「
正
常
化
」
へ

二　

第
一
次
在
寮
期
限

大
学
の
管
理
強
化
の
深
ま
り
／
学
寮
の
「
正
常
化
」
へ
確
約
の
破
棄
／
「
在

寮
期
限
」
の
評
議
会
決
定
／
新
寮
予
算
の
見
送
り
／
「
在
寮
期
限
」
の
執

行
完
了

第
４
章　

寮
空
間
の
多
様
化
、
食
堂
補
修
・
新
棟
建
設

（
１
９
９
０
年
〜
２
０
１
４
年
）

一　

寮
空
間
の
多
様
化　

団
交
確
約
体
制
の
再
確
立

入
寮
資
格
枠
の
拡
大
と
全
室
相
部
屋
化
／
「
吉
田
寮
食
堂
」
の
自
主
管
理

空
間
化
／
他
大
学
の
自
治
寮
の
支
援
／
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
充
実
／
団
交
確

約
体
制
の
再
確
立
と
新
寮
問
題
／
食
堂
の
半
分
が
焼
失
／
副
学
長
制
導
入

と
学
生
部
再
編　

情
報
公
開
連
絡
会
の
開
催
へ

二　

新
寮
獲
得
か
ら
現
寮
補
修
の
模
索
へ

進
ま
な
い
新
寮
建
設
の
交
渉
／
現
寮
補
修
維
持
方
針
の
浮
上
／
吉
田
寮
へ

の
大
学
の
評
価
／
耐
震
診
断
の
実
施
／
京
大
の
意
思
決
定
機
構
の
変
化
／

突
然
提
案
さ
れ
た
一
〇
億
円
の
新
寮
建
て
替
え
計
画

三　

食
堂
補
修
・
新
棟
建
設
の
決
定
と
歴
史
的
価
値
の
発
見

歴
史
的
建
造
物
と
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
／
木
造
建
造
物
の
評
価
が
高

ま
る
／
当
局
に
よ
る
建
て
替
え
・
増
棟
の
計
画
案
／
大
規
模
補
修
の
実
現

性
を
探
る
寮
内
特
別
委
員
会
が
発
足
／
新
棟
の
交
渉
が
再
開
／
食
堂
の
存

廃
を
め
ぐ
っ
て
／
現
棟
補
修
の
検
討
の
本
格
化
／
建
築
基
準
法
の
制
約
と

京
都
市
条
例
／
新
棟
建
設
・
寮
食
堂
補
修
工
事
が
着
工
／
全
学
委
員
会
の

設
置
と
廃
止

第
５
章　

老
朽
化
対
策
交
渉
の
停
滞
か
ら

　
　
　
　
「
第
二
次
在
寮
期
限
」
へ

（
２
０
１
５
年
〜
２
０
２
０
年
）

一　

当
局
執
行
部
の
交
代
と
交
渉
の
停
滞

山
極
総
長
体
制
が
始
ま
る
／
他
理
事
の
意
向
を
受
け
交
渉
が
ス
ト
ッ
プ

二　
「
入
寮
募
集
停
止
」
を
め
ぐ
る
争
い

入
寮
募
集
停
止
の
要
請
／
山
極
総
長
に
公
開
質
問
状
／
杉
万
副
学
長
の
辞

任
、
川
添
副
学
長
の
就
任
／
情
報
公
開
連
絡
会
の
中
止　

学
生
と
の
対
話

の
場
が
消
失
／
二
度
目
の
入
寮
募
集
停
止
の
要
請
／
川
添
副
学
長
が
職
員

に
取
り
次
ぎ
拒
否
を
指
示
／
吉
田
寮
の
歴
史
的
・
文
化
的
価
値
の
再
発
掘

／
続
く
入
寮
募
集
停
止
要
請

三　

全
寮
生
へ
の
退
去
通
告

「
基
本
方
針
」
の
発
表
／
代
替
宿
舎
事
業
の
推
進
／
少
人
数
に
よ
る
話
し

合
い
の
開
催
／
「
退
去
期
限
」
の
到
来

四　

争
い
は
法
廷
へ

ち
ら
つ
く
訴
訟
と
、
寮
側
の
提
案
／
つ
い
に
提
訴
へ

■
コ
ラ
ム
■

１
も
う
一
つ
の
吉
田
寮―

「
吉
田
西
寮
」
小
史―
（
盛
田
良
治
）
／
２ 

森
毅
と
京
大
／
３ 

竹
本
処
分
粉
砕
闘
争
／
４ 

旧
寮
・
新
寮
・
新
々
寮
と

「
新
々
寮
四
条
件
」（
長
谷
川
吉
典
）
／
５
吉
田
寮
の
資
料
室
│
一
次
資

料
の
蓄
積
│（
長
谷
川
吉
典
）
／
６ 

京
大
の
耐
震
化
推
進
（
一
）
取
り
残

さ
れ
る
吉
田
寮
、
西
部
講
堂
／
７ 

京
大
の
耐
震
化
推
進
（
二
）
二
度
目

の
吉
田
寮
耐
震
調
査
／
８ 

新
棟
建
設
と
オ
ー
ル
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ト
イ
レ（
大

隅
楽
）
／
９ 

吉
田
寮
を
め
ぐ
る
予
算
／
10 
近
年
の
大
学
運
営
方
式
の
変

化
／
11 

市
民
と
考
え
る
吉
田
寮
再
生
百
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
喜
友
名
正

樹
・
繁
澤
良
介
）

■
史
料
か
ら
み
る
吉
田
寮
■

１
河
上
肇
教
授
講
話（
一
九
一
五
年
）／
２ 

敗
戦
直
後
の
舎
生
の
生
活（
一

九
四
五
年
）
／
３
奥
田
東
「
学
寮
に
寄
せ
る
」（
一
九
六
五
年
）
／
４ 

佐

佐
木
綱
「
青
春
を
謳
歌
で
き
る
京
大
ら
し
い
寮
を
」「
学
寮
に
つ
い
て
思

う
こ
と
」（
一
九
八
四
年
）／
５ 

一
九
八
六
年
度
入
寮
パ
ン
フ
レ
ッ
ト『
生

活
指
南
』
へ
の
森
毅
・
浅
田
彰
寄
稿
文
（
一
九
八
六
年
）
／
６ 

住
友
則

彦
「
寮
生
と
の
一
年
間
を
振
り
返
っ
て
」（
一
九
八
八
年
）
／
７ 

西
島
安

則
「
吉
田
寮
在
寮
期
限
設
定
に
伴
う
一
連
の
措
置
の
完
了
に
つ
い
て
（ 

所
感
）」 （
一
九
八
九
年
）／
８ 

あ
っ
き
ー「
あ
つ
い
ぜ
！　

吉
田
寮
炎
上
」

（
一
九
九
七
年
）
／
９ 

尾
池
和
夫
「
京
都
大
学
吉
田
寮
を
訪
ね
て
」（
二

〇
〇
九
年
）
／
10 

西
村
周
三
「
学
寮
の
意
義
に
つ
い
て
」（
二
〇
一
〇
年
）

／
11 

確
約
「
吉
田
寮
現
棟
（
管
理
棟
・
居
住
棟
）
の
建
築
的
意
義
」（
二

〇
一
二
年
）

■
証
言
■

１ 

自
炊
の
安
全
と
調
理
場
の
改
修
を
達
成
し
た
吉
田
寮
の
自
治
（
冨
岡

勝
・
奈
倉
道
隆
）
／
２ 

新
寮
（
熊
野
寮
）
建
設
闘
争
の
記
憶
（
折
茂
勝
巳
・

山
本
駿
一
）
／
３ 

寮
生
活
は
思
想
を
育
む
（
髙
橋
龍
太
郎
）
／
４ 

文
化

部
情
報
局
再
建
と
資
料
集
公
刊
（
山
本
英
司
）
／
５ 

自
主
管
理
空
間
と

し
て
の
吉
田
寮
食
堂
（
唐
仁
原
俊
博
）
／
６ 

生
活
ぐ
る
み
の
異
文
化
交

流―

留
学
生
へ
の
日
本
語
学
習
支
援
の
経
験
か
ら―

（
藤
吉
圭
二
）
／

７ 

家
族
で
入
寮
す
る
ま
で
の
経
緯―

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
機

能―

（
松
野
晴
美
）

■
論
考
■

１ 

初
代
総
長 

木
下
広
次
と
寄
宿
舎
（
冨
岡
勝
）
／
２ 

吉
田
寮
現
棟･

食

堂
「
京
大
最
古
」
の
建
築
的
価
値
／
３ 

戦
前
期
吉
田
寮
の
ア
ジ
ア
人
留

学
生
た
ち
（
盛
田
良
治
）
／
４ 

寮
「
自
治
」
考　
「
責
任
あ
る
自
治
」
と

は
何
か
（
福
家
崇
洋
）
／
５ 

入
寮
枠
の
性
別
要
件
を
め
ぐ
る
歴
史
（
大

隈
楽
）
／
６ 

吉
田
寮
と
大
学
の
「
確
約
」
に
つ
い
て
（
木
村
大
治
）
／

７ 

三
つ
の
史
料
に
見
る
団
交
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
／
８ 

自
治

寮
が
培
う
生
活
の
自
律
性
（
奈
倉
道
隆
）
／
９ 

学
生
生
活
委
員
と
し
て

感
じ
た
こ
と
（
伊
勢
田
哲
治
）
／
10 「
建
築
文
化
財
」
京
大
寄
宿
舎
（
吉

田
寮
）
の
保
存
・
活
用
（
中
尾
芳
治
）
／
11 

近
年
の
「
教
育
寮
」「
国
際

学
生
寮
」
と
吉
田
寮
（
冨
岡
勝
）

■
吉
田
寮
関
係
年
表
■

※

執
筆
者
表
記
の
な
い
も
の
は
編
集
委
員
会
執
筆

詳
細
目
次




